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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均繊維径が２００ｎｍ以下で、カルボキシル基含有量が０．１～２．０ｍｍｏｌ／ｇ
であるセルロース繊維を含有し、予め洗濯前に繊維製品を処理する時に用いられる為の繊
維製品用シワ除去剤組成物。
【請求項２】
　セルロース繊維の平均アスペクト比（平均繊維長／平均繊維径）が１０～５，０００で
ある、請求項１記載の繊維製品用シワ除去剤組成物。
【請求項３】
　セルロース繊維が、Ｎ－オキシル化合物を含む触媒の存在下、原料セルロース繊維を酸
化及び微細化処理して得られたものである、請求項１又は２記載の繊維製品用シワ除去剤
組成物。
【請求項４】
　セルロース繊維が、水に分散されている、請求項１～３いずれかに記載の繊維製品用シ
ワ除去剤組成物。
【請求項５】
　請求項１～４いずれかに記載の予め洗濯前に繊維製品を処理する時に用いられる為の繊
維製品用シワ除去剤組成物を、洗濯前の繊維製品に処理する、繊維製品のシワ除去方法。
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